
注 a） 板厚の許容差は、JIS G 3302 又は JIS G 3321 によるものとし、他の寸法（幅、高さなど）については、 受渡当事者間の協定による。

6. 材料
 鋼製下地材の構成部材及び附属金物に使用する材料は、表11 又はこれと同等以上の品質をもつものでなければな らない。

表11. 材料 

表10. 天井下地材の附属金物の寸法

附属金物の種類
天井下地材の種類

19 形
3/8 ウイット転造ねじ

25 形

0.6 以上 0.8 以上

単位mm

55°程度
16 山
9.0
+0.3
0
8.1
+0.2
0

3/8 ウイットねじ
17
+0

-0.7
8.0
+0.4
-0.3

55°程度
16 山
7.7
+0.4
0

2.0 以上

0.5 以上
0.5 以上
1.0 以上

注 a） 受け入れ時の鋼材検査証明書などによって確認する。
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ダブル野縁
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ー

ハンガ

クリップ

シングル野縁ジョイント

ダブル野縁ジョイント

野縁受けジョイント

つりボルト

ナット

鋼製下地材

壁下地材

天井下地材

構成部材 附属金物

スペーサ

適用JIS a)

板厚
板厚
板厚
板厚
板厚

クリップ a)
ハンガ a)

シングル野縁ジョイント a)
ダブル野縁ジョイント a)
野縁受けジョイント a) 

JIS G 3302 ： 種類及び記号は、冷延原板の SGCC 又は SGC400 と

し、熱延原板は SGHC 又は SGH400 とする。めっきの付着 量は、めっき

の付着量表示記号の Zl2 以上とする。

JISG3321: 種類及び記号は、冷延原板の SGLCC 又は SGLC 400 と

し、熱延原板は SGLHC 又は SGLH400 とする。めっき の付着量は、めっ

きの付着量表示記号 AZ90 以上とする。

JIS G 3505 ： 種類及び記号は、SWRM8、SWRM10 又は SWRM12 

とする。また、JISH8610 に規定する 1級以上、JISH8625 に規定する 

1級 CM1A 以上又はこれと同等以上の防せい処理を施したものとする。
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